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《
紹
介
》森

山

隆

著

『
上

代

国

語

の
研

究

ー
音
韻
と
表
記
の
諸
問
題
1
」

崎

村

弘

文

本
書

は
、

上
代

日
本

語
の
研
究

に
確
固

と
し
た
歩

み
を
続

け
ら
れ
な
が
ら
遂

に
積
年

の
病
魔

と
の
闘

い
に
倒
れ

ら
れ
た
著
者

の
、
遺
稿
集
と
言
う

べ
き
も

の

で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
う
い
う
事
情
を
知
ら
ず
し

て
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
論
考
を
読

む
者

は
、

こ
れ
を
、
前
著

『
上
代
国
語
音
韻

の
研
究
』

の
姉
妹
篇
と
し

て
用
意

さ
れ

て
い
た
も

の
と
見

る
で
あ

ろ
う
。

上
代
語
研
究

の
多
彩
な
問
題
を
め
ぐ
る
論
考
が
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、
各

々

非
常

に
よ
く
関
連
し
、
著
者

の
関
心
が
常

に

「
表
記

の
限
界
を
超
え

て
音
韻

の

実
態
を
明
ら
か

に
す
る
」
と

い
う
点

に
有

っ
た

こ
と
を
明
瞭

に
示
し

て
い
る
。

即
ち
、、

]

12

、

3

、

4

、

5

、

6

、

上
代
に
お
け
る
連
母
音
.飢
の
転
化
に
つ
い
て

上
代
ア
列
音
節
の
有
尾
韻
字
に
よ
る
表
記
に
つ
い
て

上
代
仮
名
つ
か
い
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か

最
近
の
学
説

を
通
し
て

在
唐
記
梵
字
註
の
構
成
と
そ
の
解
釈

悉
曇
口
伝
の
ハ
行
関
係
記
事
の
解
釈

変
字
法
と
清
濁
表
記
と
の
交
渉
-

万
葉
集
に
お
け
る
ー

7

、

8

、

9

、

10

、

11

、

12

、

13

、

14

、

15

、

16

、

万
葉
集
巻
二
十
防
人
歌
の
清
濁
表
記

そ
の
用
字
法
的
背
景
ー
ー

書
記
本
文
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て
ー

固
有
字
母

・
清
濁
表
記
の
実

態上
代

に
お
け
る
動
詞

の
連
濁

に

つ
い
て

萬
葉
集
東
歌

に
見

え
る

「
可
牟
」
の
語
形

に

つ
い
て
「
=
東

歌

・
防
人
・

歌

の
音
韻
的
環
境

上
代

ハ
ダ

・
ハ
ナ

ハ
ダ
私
考

萬
葉
集

の
二
、
三

の
人
名
表
記

に

つ
い
て

付
、

「
兎
」

「甚
」

な
ど
ー

萬
葉
集
所
出
人
名
の
通
用
表
記
に
つ
い
て

上
代
人
名
の
略
記
に
つ
い
て

奈
良
時
代
の
人
名
表
記
に
反
映
し
た
上
代
仮
名
遣

そ
の
混
用
例

に
つ
い
て

大
宝
二
年
戸
籍
記
載
の
人
名
に
つ
い
て

長
幼
の
序
列
表
記
私
見

17
、

養
老
五
年
下
総
国
大
嶋
郷
戸
籍

人
名

の
方
処
的
性
格

18
、

ヒ
代

「
是
」
字

の
不
読
的

用
法

に

つ
い
て

}63
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の
如

く

で
あ
る

(番
号

は
紹
介
者
付
す
)
。

1
～

3
は
上
代
語

の
母
音

に
関
す

る
も

の
、

4

・
5
は
子
音

(
い
わ

ゆ
る

ハ

行
頭

子
音
等
)

に
関
す

る
も

の
、

6
～

9
は
〈
清
濁

〉
に
関
す

る
も

の
、

10
～

17
は
人
名

を
中
心

に
語
形

の
問
題
を
取

り
扱

っ
た
も

の
、

18
は
漢
文
表
記
と
読

解
と
の
問
題

を
取

り
扱

っ
た
も

の
、

で
あ

る
。

い
ず
れ
も
、
上
代
語

に
関

し
て
常

に
問
題
と
な

る
と

こ
ろ
を
論
じ
ら
れ
た
も

の

で
あ
る
が
、
和

・
漢

・
梵

に
亘

る
広
範
な
資
料

・
論
著
を
博
捜
し

て
の
用
例

検
討

と
と
も
に
、
音
韻

・
音
声

に
関
す

る

一
般
.茜
語
学
的
知
見
を
利
す

る
方
法

が
採

ら
れ

て
お
り
、
奥
行
き
広
く
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
特

に
、
17
な
ど
は
、

～

マ
ロ

・
ト
ジ
メ
と
い

っ
た
人
名

に
対
す

る
好
尚
が
地
域

に
よ

っ
て
か
な
り
異

な

っ
て
い
た
事
実

を
指
摘

し
た
も

の
で
あ

り
、

一
面

で
方
言
地
理
学

に
通
ず
る

側
面

を
も
持

つ
興
味
深

い
論
考

で
あ

る
。

い
ま
、
如
上

の
分
類

に
沿

っ
て
本
篇

の
趣
旨
を
お
お
よ

そ
紹
介
す
れ
ば
、
次

の
如

く
で
あ
る
。

1
～

3

=

「上
代
語

に
お

け
る
連
母
音

=a
の
忌
避

に
際
し

て
・e
が
生
ず
る
場

合
、

そ
れ
を
促
す
背
景
と
し

て
、
従
来
説
か
れ

て
い
た

の
と
は
逆

の

a
↓

・e
の
転
化
現
象
が
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」

「後
代

の

ア
に
相
当
す

る
上
代
語
母
音

の
音
価
は
後
舌

的
な
も

の
で
は
な
か

っ

た

の
で
は
な

い
か
。
」
と
す

る
の
が
、
前
二
者

の
結
論
。
第

三
者

は

一

九
七
五
年
以
降

に
起
き
た

「
上
代
語
母
音

が
音
韻
論
的

に
は
い
く

つ

有

っ
た
か
」
を
め
ぐ
る
論
争

に

つ
い

て
、
独
自

の
立
場
か

ら
論
評
を

加
え
た
も

の
。

各
々
、

示
唆

す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。

4

・
5

一

「慈
覚
大
師

円
仁

の

『在
唐
記
』
梵
字
註

は
、
音
声
観
察
記
録
と

し

て
従
来
考

え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
厳
密
か
ど
う
か
問
題
が
有
り
、
再

検
討
を
要
す

る
。
例

え
ば
、

〈
本
郷
波
字
音

〉
は
P
を
示
す
も

の
と

解
釈
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
」

「心
蓮

の

『悉
曇

□
伝
』

に
見
え

る

ハ
行

頭
子
音

関
係

の
記
事

は
、

F
で
な
く
〈
唇

の
内
分
を
合
わ
せ

る
〉
P

を
示
す
も

の
と
思

わ
れ
る
。
」

6
～
9

=

「
〈
波
婆

カ

ル
〉
の
如

く
、
変
字
法

に
関

わ
る
清
濁
両
音
節
連
接

語

の
表

記
例

を
検
討

し

て
み
る
と
、
濁
表
記
字
母

に
よ
る
表
記

は
、

表
記
者

が

〈
き
は
め

て
明
確

に

(清
濁

を
)

書
き
分

け
る
意

図
を

持

っ
て
ゐ
た

〉
こ
と
を
示

す
。
」

「防
人
歌

の
表
記
を
用
字
法
的
観
点

か
ら
再
検
討

し

て
み
る
と
、

イ
、
常
用
字
母

と
特
殊
字
母

の
関
係
、

ロ
、
同
字
法

と
変
字
法

の
問
題
、

ハ
、
清
濁
表
記

の
問
題

の
各

々
に

つ
い

て
、
〈
い
か
に
も
中
央
官
人

の
手

に
な

る
も

の
と
し

て
、
中
央

語
系

の
歌
群

の
場
合

と
同
様

の
信
愚
性
を
持
ち
得

る
こ
と
が
判
明

〉

す
る
。
特

に
、
清
濁
表
記

に

つ
い
て
は
、

〈

一
般
的
傾
向
と
し

て
…

濁
音
節

は

こ
れ
を
濁
音
字
母

で
表
記
し

よ
う
と
す

る
傾
向
が
や
は
り

存
在

し
て
い
た

〉
と
推
測

さ
れ

る
。
」
「
書
紀
本
文

の
字
音
仮
名

の
使

用
傾
向

を
見

る
と
、

〈
歌
謡
字
母
群

の
字
種

の
上

で
の
特
徴

で
あ
る

(
イ
)
巻
士

二
以
前
と
巻
十

四
以
後
と

に
別
れ

て
異
な

っ
た
字

種
が

現
れ

る
こ
と
、
(
ロ
)
各
巻

の
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
謡
群

に
独
自

の
字

種
が

現
れ

る

こ
と
、

の
二

つ
の
大

き
な
特
徴

は
、
〉
〈
同

一
の
平
行
現
象

と
し

て
現
れ

て
こ
な

い
〉
。
ま
た
、
清

濁
表
記
に
関
し

て
も
、

〈
本

文
独
自

の
傾
向
を
見
出
す

こ
と
が

で
き
る
。
〉
」

「連

濁

・
不
濁
両
例

を
持

つ
動
詞
20
語

の
連
濁
化
傾
向

を
見
る
と
、

〈
連

濁
化
傾
向

に
あ

る
下
接
動
詞
は
、
そ

の
名

詞
形

・
サ
変
動
詞
形

に
お
い
て
も

っ
と
も

連
濁

の
形

を
と
る
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
、

…
連
用
形

よ
り
も
未
然

形
や
助
動
詞

「
リ
」

の
付

い
た
形

に
早
く
連
濁
形

の
現
れ

る
場
合
も

あ
る
。
〉
」

「
64

「



m
～

17

"

「
東
歌

に
見
え
る
〈
可
牟

〉
の
語
形

は
、
東
歌

・
防
人
歌

・
中
央

語
系

の
各
々

に
お

い
て
i
～

u
交
替

・
i
～

u
交
替

の
現
象

が
存

し
、
特

に
人
名
表

記
の
例

の
中

に
ヒ

ー1
カ
ム
の
形
が
見
え

る
こ
と
か

ら
、

〈
上

〉
に
擬
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
」
「
ハ
ダ

は
、

ハ
ナ

ハ
ダ
と

の
語
義

・
語
法

の
共
通
性
か
ら
見

て
、
そ

の
語
形
成

に
参
加
し
た

こ

と
が
考

え
ら
れ

る
。

そ
の
筋
道
と
し

て
は
、

ハ
ダ
↓

(
ハ
ダ

ハ
ダ
)

↓

ハ
ナ

ハ
ダ
と
考

え
る
の
が
最
も
確
実

で
は
な
か
ろ
う
か
。
」

「
万
葉

集
以
外

の
文
献

に
見
え
な

い
人
名
中
、
手
が
か
り
乏
し
く
訓
み
づ
ら

い
も

の
に

つ
い
て
も
、

〈
上
代

の
人
名
表
記

の

一
般
的

傾
向

を
知

れ

ば

…
よ
り
確
実
な
訓
み
を
推
定

で
き
る
場
合

〉
が
有

る
。
例

え
ば
、

〈
津
守
連
通

〉
は
ミ
チ
、

〈
丈
部
黒
當

〉
は
ク

ロ
マ
サ
、

〈
船
連
秦

勝

〉
は

ハ
ダ
カ

ッ
で
あ
ろ
う
。
」

論

考
13
は
、
『萬
葉
集
』
所
出

の
人

名

に

つ
き
、
他
書

の
表
記
例
を
も
参
看
し

て
そ

の
通
用
表
記

の
実
態

を
明
ら
か

に
し
た
労
作
。

一
々

の
結
論

に

つ
い

て
は
、
論
考

そ
の
も

の
を
参
照
さ
れ
た

い
。

「
〈
(
一
)
上

代

の
人
名
表

記
に
際

し
て
、
と

く

に

「
名
」

の
構
成
要
素

の
中

で
接
頭

・
接
尾
的
部
分

が
省
記

さ
れ

る
傾
向

に
あ
る
。
(二
)
人

名

の
略

記
を
志
向

す
る
際

に
、
ま
ず

「
氏
」

の
み

の
型
が

一
般
的

で
あ
る
が
、
弁

別
の
た
め
に

「名
」
を
略
し

て

付
加
す
る

こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。

そ
の
略
記
法

に
は

一
定

の
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
る
。
(三
)
右

の

(
一
)

(
、
一)
に
属

し
な

い
型

は
や
や

特
殊
と
も

言
え
る
も

の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
事
情

が
考
え
ら
れ

る

と
思
わ
れ
る
。
〉
」
「
〈
(
イ
)
奈
良
時
代
を
中
心
と
す

る
人
名
表
記

に

は
、
キ

・
ゲ

・
へ

(
べ
)

・
ト

・
ノ
の
各
音
節

に
上
代
仮
名
遣

の
混

用

の
例
が
見
え
る
。
(
ロ
)
…
キ
音
節

で
は
キ
乙
↓

キ
甲
表
記

の
傾
向

が
看
取

で
き
る
し
、

ノ
音
節

に
お
い
て
は
逆

に

ノ
甲
↓

乙
表
記

の
傾

向
が
見
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
(
ハ
)
…
右

の
事
例

で
見
る
限

り
に
お

い
て
は
、
奈
良
時
代

の
後
半
に
か
け

て
、

キ
乙
音
節

は
キ
甲
化

の
傾

向
が
あ
り
、

ノ
甲
音
節

は

ノ
乙
化

の
傾
向

を
見

せ
た
時
期
が
あ

っ
た

こ
と
を
推

測

で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
〉
」
「
〈

一
、
命
名

に
際

し

て
、
親

子
の
間

で
は
両
者

の
緊
密
な
関
係
を
表
す

よ
う
な
命
名
法

は
そ
れ
ほ
ど
明
瞭

に
は
認
め

ら
れ
な

い
。

一
、
兄
弟

・
姉
妹

の
関
係

に
お
い
て
は
長
幼

の
序
列
的
表
現
が
認
め
ら
れ

る
。
お
も

に

「
大
-

小
」

「兄
「
弟
」

「
(老
)
ー
若
」
な
ど

の
対
比
的
接
頭
語
を
使
用
す

る
が
、

こ
れ
ら

の
対
比
的
接
頭
語

は
、
序
列
表
現
と
は
独
立
し

て
愛

称
的
接
頭
語
と
し

て
も
単
独

で
多
用
さ
れ
る
。
と
く

に

「小
」

の
使

用

は
顕
著

で
あ

る
。

一
、
多
数

の
兄
弟

・
姉
妹

の
統

一
的
序

列
表
現

は
ほ
と
ん
ど
存
在

せ
ず
、
対
比
的
表
現

に
依
存
す
る
形
な

の
で
、
結

果
的

に
は

二
人

一
グ

ル
ー
プ

の
反
復

の
形
を
と
る
。
…
」

論
考

17

に

つ
い
て
は
、
上
記
参
照
。

～

=
上
記
参
照
。

な
お

こ
の
後

に
、
棚

と
し

て
、
「
接
続
助
詞

「
を
」

の
機
能

に

つ
い
て

今

昔

・
宇
治
拾
遺

の
共
ハ通
説
話

の
比
較
か
ら

」

と
題

す
る
論
考

一
篇

が
加

え

ら
れ

て
い
る
。

著
者

の
三
十
年

に
及
ぶ
営
為

の

一
証
な
が
ら
、
実

に
峨

々
た
る
山
稜
を
見

る

思

い
が
す

る
の
は
、
紹
介
者
ば
か
り

で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
も
、
最
も
早

い
も

の
で
は

一
九
五
七
年

に
公
刊
さ
れ

て
い
な
が
ら
、
そ

の
内
容

に
柳

か
の
古

び
も

無
く
現
在

の
研
究
者
を
禅
益
し
刺
激
し

て
い
る
。

も
ち

ろ
ん
、
中

に
は
、
観
点

の
相

違

に
よ

っ
て
異
説

を
立

て
る
余
地

の
有

る

も

の

・
そ

の
後

の
研
究

の
進
展
に
照
ら
し

て
さ
ら
に
論
拠

を
加

え
る
必
要

の
有

る
も

の
も
存
す

る
が
、
そ
れ
も
ま
た
、
或

る
意

味

で
後
学

に
刺
激

を
与

え
る
も
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の
で
あ

る
こ
と

は
、弓
つ
ま
で
も
な

い
。

著
者

は
、
上
代
語

・
訓
点
語

の
研
究

に
多
大

の
業

績
を
有
す
る
福

田
良
輔

・

春

日
政
治

・
春

日
和
男

・
村
山
七
郎
と

い

っ
た
方

々

の
薫

陶
を
受

け
ら
れ
、
鶴

久
氏

ほ
か

の
同
学

の
方

々
と
、
九
州

の
地

に
上
代

語
研
究

の
灯

を
と
も
し
続

け

て
来
ら
れ

た
。

そ
の
と
も
し
手
を
失

っ
た
痛
手
は
大

き
い
。

末
学

の
者
と
し

て
は
、

こ
こ
に
氏

の
御
冥
福
を
祈

る
と
と
も
に
、
氏

の
周
辺

に
在

っ
て
本
篇

の
刊
行

に
意
を
注
が
れ
た
方
々

の
厚
誼

と
悲

し
み
に
思

い
を
致

す
ば
か
り

で
あ
る
。

(昭
和
六
卜

一
年
十

一
月

一
日

・
桜
楓
社

刊
、
三
四
六
頁
、

一
五
〇
〇
〇
円
)
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